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戦 時 期 日 本 に お け る 「 人 的 資 源 」 政 策

　　　　　　　　
一昭和 10 年代の高等教育を 中心 に

一

伊藤　彰浩 （広島大学 ・大学教膏研究セ ン ター）

1．は じめに

　本発表は、昭和 10 年代にお ける わが国

の 「人 的資源 」 政策を、高等教育を中心に

考察 して い くも の で ある 。

　周知の よ うにわが 国で 「人 的資源 」
「人

的資本 」 ある い は 「マ ン パ ワ・− J 等の 事柄

が 大い に取 り上げ られ、それに関連 して軽

済成長な い しは社会的公正 の 達成手段とし

て の 教育が大 きくク ロ ーズ ア ッ プされたの

は 1960 年代であ っ た。 しか し、教育を

国力発展の 一主要手段 とみ な し、その積極

的な充実 ・拡張を進め ると い う、素朴な マ

ンパ ワー ・ポ リシ ーとで も言うべ きもの は、

明治初年に近代的な教育制度が わが国 に導

入 されて以来、わが 国の 教膏政策の基調を

な して い たとい っ て過言で はな い 。

　 とは い え、そうしたマ ンパ ワー ・ポ リシ

ーが 一定の 計画性 と体系性を備え て 登場 し

て くる の は、相当に 後の 時期 まで 待たなけ

れ ばな らない 。すなわち、本発表で 扱う昭

和初年の 、 と りわけ戦時下 こ そ、比較的体

系性を持 っ たマ ンパ ワ ー ・ポ リシ ーが わが

国に登場 して きた最初の時代で あっ た。 こ

の 時期 に労働力は 「国社会の 存立繁栄に資

す る J と こ ろの ．「人的資源 」 と して明確に

把握され （注 1 ）、大規模で総合的な労働

力動員政策が立て られ た 。 そして、そ こ に

お い て、高等教育は 「技能者 」 養成の ため

の重要な 位置づけを与 えられたの で ある 。

　む ろん．・当時の 「人 的資源 」 政策 が、戦 ・

後 の それ と比較 して、未熟なもの で あっ た

こ とは否定 し よ うが な い ．けれ ども、い か

な る政治的 ・社会的背景の も とに、こ うし

た計画化の思想が登場 して きたの か、そ し

て 、 そ れが 当時の高等教育政策にいかな る

影響を与 え、い か なる高等教育構造を形成

させて い くこ とにな っ たのか、とい っ た疑

問に取 り組ん で み る価値はあ ると考 える 。

と い うの も 、 こ の 時期の 「人的資源 」 政策

は、さまざまな意味での遺産を戦後 日本に

対 して 残 したと考え る か らで あ る 。

2 ．計画 化の思想

　こ の時期にお い て計画化の 思想が現 れて

たの は、労働政策 ・教育政策の分野に限 ら

れ るわけではない 。 当時、 「計画 J 「統制 」

と い っ た言葉は、時代の キャ ッ チワードに

な っ て い た の で あ り、個別分野 の 政策 に と

どまらず、あ らゆ る種類の政策 を包括 した

と こ ろの 「総合国策 」 の樹立が目指 され て

い た 。 そ して 「人的資源 j 政策はそ う し た

「総合国策 」 の 一環 として位置づけ られ て

い た 。

　言 うま で もなく、 「計画 」化が時代の ム

ー ドにな っ て い たの は、次の よ うな事情に

より当時の 政策決定者 たちが強 い危機意識

を抱 い て い たか らで ある 。

』
そ れ は、まず第

一
に軽潰恐 慌や、

’
それ に伴う農村荒廃等の

深刻な社会情勢の発生で あヴ、第二 に ソ連

勢力増大∴中甲ナシ ョ ナ リズム 高揚等 によ

る国際環境の 暮化で あ っ た。
こ うした国内

的 ・国際的危機状況の 中で
．

強 力で安定的

な 政治指導体制の 確立が求め られ た。 そし

て、当時の い わゆる 「挙国一致 」 内閣の 登

場や政党勢力の 合同や 再縞成の 動き と連動

し っ っ 、
』
「政策の 機能的一

元化を可能 とす
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る政 治行政シ ス テ ム J の 創出が め ざされ た

の で あ っ た （注 2 ）。 そ して、そ の 改革の

制度的主 体 となる こ と を期待され て、昭和

2年の 資源局、 1つ 年の 内閣審議会 ・内閣

調査局、そ して 12 年の 企画院などの 「国

策続合機関 」 の 実現が計られ て きたので あ

る 。

　こ うした国家権力に よる制度的秩序化の

動きを推進 して い た政治主体は、ひ とっ に

は 、

「総動員態勢 」 の 確立をめざす軍部勢

力で あ り、さらには行政技術的合理性を追

求する
一部の行政 官僚勢力 （い わゆ る 「革

新官僚 」
「新官僚 」 たち）であ っ た。 こ の

二 っ の勢力は 、 時には対立 し、 時には協力

しっ っ 、政治行政シ ス テムの改革をめ ざし

たの で あ る 。

2 ）御廚貴 「国策統合機関設置問題の 史的

展開 」 『年報近代 日本研究』 1、 1979

年、 122 頁。
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詳 しい 資料は当日配布い たします 。

3 ． 「人的資源」 論の 内容

4 ． 「国家総 動員 」 と高等教育政策

5 ．終わ りに
一戦後へ の遺産 一

（注 ＞

1 ）松井春夫 eH 本資源覃策』 千倉 書房、

昭和 13 年、 17 頁 。

　なお、 「人的資源 」 問題の なか に は、健

康や 体力に関する問題等も含まれ るが、本

発表 におい て は、
「知識や技能を持っ労働

力の 供給 ・維持 ・活用 」 と い う側面に限定

して 検討 して い くこ とにし たい 。

　そ の 他の 「人的資源 」 問題の 側面に っ い

て は、例 えば次の 文献を参照 の こ と 。

　　桜田百合 子 「戦時に い たる e人的資源 s

　 をめ ぐる問題状況 一健兵健民政策登場の

　背景 一
」

『長野大学紀要』 第 9 号、 19

　 79 年 。
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